
- 1 -

平成１９年度第５回公立大学法人熊本県立大学理事会

議 事 録

日 時：平成１９年１２月１９日（水）午後３時５５分～午後４時４０分

場 所：公立大学法人熊本県立大学大会議室
出 席：理事長 蓑茂寿太郎

副理事長（学長） 米澤和彦
理事（副学長） 古賀 実

理事（事務局長） 角田岩男
理事 横田 剛
監事 高木絹子

欠 席：なし

事務局：豊田事務局次長、手島総務課長、稲葉企画調整室長、井上教務入試課長、鉄
戸学生支援課長、馬場総務班長、城内財務班長、枝國主幹、元島主幹、林参
事

１ 開会（進行：豊田次長）

２ 理事長あいさつ

３ 議題（議長：蓑茂理事長）
（１）審議事項

① 助手採用に係る枠取りについて（環境共生学部・総合管理学部）
米澤学長から、資料１に基づき、助手採用に係る枠取りについて、環境共生学

部１名は枠取り事由が本学の講師として採用された助手の補充、業務が管理栄養
士養成等に関連する実験実習の補助であること、総合管理学部１名は枠取り事由
が転出者１名の補充、業務がネットワーク管理及び情報処理実習支援等であるこ
と、いずれも任期制で採用は平成２０年４月１日等の説明があった。

審議の結果、助手採用に係る枠取りについて、案のとおり議決した。
② 学則の改正について

事務局から、資料２に基づき、学則の改正について、今回は環境共生学部にお
ける学科再編、入学定員及び収容定員の見直し、学科長（コース長）の設置等に

伴う改正であること、１２月中に文部科学大臣に届出を行うこと、平成２０年４
月１日施行等の説明があった。また、経営会議での議を踏まえ、資料２の５ペー
ジ「附則」横の括弧書きは削除する旨の説明があった。
審議の結果、学則の改正について、案のとおり議決した。

③ 大学院学則の改正について
事務局から、資料２に基づき、大学院学則の改正について、今回は人材養成等

に関する目的の明確化、文学研究科日本語日本文学専攻博士後期課程の設置、長
期履修制度の導入等に伴う改正であること、１２月中に文部科学大臣に届出を行

うこと、平成２０年４月１日施行等の説明があった。また、事務局から、資料３
－１に基づき、大学院における教育研究上の目的に関する規程（案）について、

、 （ ） 、 。 、資料３－２に基づき 長期履修制度 案 の概要について 説明があった また
経営会議での議を踏まえ、資料２の７ページ「附則」横の括弧書きは削除する旨

の説明があった。
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審議の結果、大学院学則の改正について、案のとおり議決した。

④ 給与の改定について
事務局から、資料４及び資料４を補足する資料に基づき、職員給与の改定につ

いて、初任給を中心に若年層に限定した給与表の改定を行うこと、扶養手当を引
き上げること、勤勉手当の支給月数を引き上げること、改定に伴い年間４３０万

円程度の人件費の増額となる見込みである等の説明があった。
審議の結果、職員給与の改定について、案のとおり議決した。

（２）報告事項
① 副学長の選考について

米澤学長から、資料５に基づき、副学長の選考について、第９回教育研究会議
において現副学長の古賀実教授が次期副学長として承認された旨の報告があっ
た。

② 平成１９年度予算執行状況について

事務局から、資料６に基づき、平成１９年度予算執行状況について、平成１９
年度上半期実績は収入が１３億１百万円余で予算比 ％、費用が１０億５百54.9

万円余で予算比 ％等の報告があった。42.4

③ 菊池市との包括協定並びに九州電力株式会社熊本支店及び西日本電信電話株式

会社熊本支店との協力講座に係る協定締結について
事務局から、資料７に基づき、平成１９年１１月２２日に菊池市と包括協定を

締結し、中心市街地等の活性化のための連携等に取り組むこと、平成１９年１１
月２７日に株式会社九州電力熊本支店と、平成１９年１２月１３日に西日本電信

電話株式会社熊本支店と、それぞれ協力講座に関する協定を締結し、平成２０年
「 」、 「 」 、度前期に九州電力が エネルギーと社会 西日本電信電話が 情報と社会 を

、 。いずれも全学共通教養科目として開講し 地域の方に公開する旨の報告があった
④ １２月期定例記者会見の実施について

事務局から、資料８に基づき、平成１９年１２月１８日に本学で１２月期理事
長・学長定例記者会見を開催し、主な発表事項は長期履修制度の導入、入学前学
習支援プログラムの実施等であった旨の報告があった。

⑤ 創立６０周年記念シンポジウム「冬・進歩･･･大学と社会」の実施について

事務局から、資料９に基づき、創立６０周年記念シンポジウム「冬・進歩･･･
大学と社会」について、平成２０年２月９日に本学において、第１部が各学部に
よる学部フォーラム、第２部が本学客員教授宮崎暢俊氏による特別講演、第３部
が学生食堂での記念パーティという構成で開催する旨の報告があった。

⑥ 教員の採用について（文学部・総合管理学部）
米澤学長から、資料１０に基づき、文学部教員（歴史学）１名、総合管理学部

教員（プロジェクト管理）１名を、いずれも講師として採用する旨の報告があっ
た。

４ その他
次回理事会を平成２０年２月２７日（水）午後 経営会議終了後に開催することを

確認した。

５ 閉会

以 上


